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近
年
、
韓
国
で
は
未
婚
率
の
上
昇
や

晩
婚
化
が
急
激
に
進
ん
で
お
り
、
同
じ

問
題
に
直
面
す
る
日
本
以
上
に
深
刻
な

状
態
に
な
っ
て
い
る
。

二
〇
〇
四
年
に
三
〇
・
六
歳
だ
っ
た

男
性
の
初
婚
年
齢
は
、
二
〇
一
三
年
に

は
三
二
・
二
歳
に
、
女
性
は
二
七
・
五

歳
か
ら
二
九
・
六
歳
に
そ
れ
ぞ
れ
上
昇
。

わ
ず
か
九
年
間
で
男
性
は
一
・
五
歳
、

女
性
は
一
・
九
歳
、
初
婚
年
齢
が
高
く

な
っ
た
。
こ
の
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か

ら
ず
、
晩
婚
化
は
進
む
一
方
で
あ
る
。

二
〇
一
三
年
に
韓
国
保
健
社
会
研
究

院
が
発
表
し
た
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
二

〇
一
〇
年
時
点
で
二
〇
歳
だ
っ
た
男
性

の
二
三
・
八
％
、
女
性
の
一
八
・
九
％

は
、
四
五
歳
に
な
っ
て
も
独
身
の
ま
ま

だ
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

か
つ
て
韓
国
は
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
人

が
結
婚
す
る
「
皆
婚
社
会
」
で
あ
っ
た
。

今
の
韓
国
は
、
誰
も
が
一
度
は
結
婚
す

る
社
会
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
結
婚
難

を
反
映
し
て
、
外
国
人
配
偶
者
と
家
族

を
形
成
す
る
国
際
結
婚
家
庭
が
増
加
す

る
な
ど
、
ド
ラ
ス
テ
ィ
ク
な
変
化
が
起

き
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
韓
国
の
「
結
婚
」
に
ど

の
よ
う
な
変
化
が
起
き
て
い
る
の
か
を

主
題
に
、
未
婚
率
の
上
昇
と
晩
婚
化
、

そ
し
て
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
に
急
増
し

た
国
際
結
婚
を
中
心
に
、
そ
の
現
状
を

考
察
す
る
。

●
な
ぜ
未
婚
と
晩
婚
が
増
え
た
の
か

現
代
の
韓
国
人
が
結
婚
し
な
い
理

由
、
ま
た
は
で
き
な
い
理
由
、
あ
る
い

は
結
婚
を
先
延
ば
し
に
す
る
理
由
は
何

か
。各

種
の
調
査
を
み
る
と
、
男
性
の
場

合
、「
結
婚
費
用
負
担
」「
所
得
不
足
」「
不

安
定
な
雇
用
」
と
い
っ
た
理
由
が
大
多

数
を
占
め
て
い
る
。
二
〇
一
三
年
に
韓

国
消
費
者
院
が
行
っ
た
調
査
で
は
、
結

婚
費
用
の
う
ち
、
最
も
負
担
と
な
っ
て

い
る
の
が
、「
新
居
の
用
意
」（
三
八
・

三
％
）
で
あ
っ
た
。
次
い
で
、「
結
婚

相
手
の
親
や
親
族
へ
の
贈
り
物
」（
一

八
・
二
％
）、「
結
婚
式
の
費
用
」（
一
四
・

五
％
）、「
新
婚
旅
行
代
」（
八
・
三
％
）

の
順
に
多
い
。

韓
国
男
性
に
は
日
本
と
異
な
り
兵
役

の
義
務
が
あ
る
た
め
、
現
役
で
四
年
制

大
学
に
入
学
し
、
卒
業
と
同
時
に
職
を

得
る
と
い
う
、
最
も
順
調
な
コ
ー
ス
を

た
ど
れ
た
場
合
で
も
、
社
会
に
出
る
頃

に
は
二
五
歳
く
ら
い
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
卒
業
時
に
就
職
先
が
決
ま
っ

て
い
る
人
は
過
半
数
に
満
た
な
い
。
卒

業
後
も
就
職
活
動
を
続
け
、
お
よ
そ
一

年
か
け
て
職
を
得
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン

が
統
計
的
に
は
最
も
多
く
な
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
個
人
差
は
あ
る
も
の

の
、
男
性
が
社
会
に
出
る
の
は
二
六
〜

二
七
歳
と
な
る
。
こ
れ
で
は
結
婚
し
よ

う
と
し
て
も
、
結
婚
資
金
が
貯
蓄
し
に

く
く
、
費
用
は
親
頼
み
に
な
り
や
す

い
。
そ
の
結
果
、
親
が
気
に
入
ら
な
い

相
手
と
の
結
婚
に
は
支
障
が
生
じ
が
ち

だ
。
韓
国
の
ド
ラ
マ
で
よ
く
み
ら
れ
る

ス
ト
ー
リ
ー
だ
が
、
実
際
に
起
き
て
い

る
問
題
で
あ
る
。

結
婚
費
用
を
肩
代
わ
り
し
て
も
ら
う

と
し
て
も
、親
に
財
産
や
安
定
し
た
職
、

収
入
が
な
け
れ
ば
困
難
で
あ
る
。
ま
し

て
や
子
ど
も
が
複
数
い
れ
ば
、
と
て
も

そ
ん
な
余
裕
は
な
い
家
庭
の
方
が
多
い

で
あ
ろ
う
。

●
深
刻
な
経
済
的
負
担

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
お
金
が
な
け
れ
ば

結
婚
で
き
な
い
、
ま
た
は
結
婚
生
活
が

始
め
ら
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
結
婚
情

報
会
社
ソ
ン
ウ
が
二
〇
一
二
年
に
行
っ

た
結
婚
費
用
に
関
す
る
調
査
で
は
、
女

性
が
支
出
し
た
結
婚
費
用
の
平
均
は
五

一
〇
一
万
ウ
ォ
ン
で
あ
っ
た
が
、
男
性

の
場
合
は
一
億
五
七
〇
七
万
ウ
ォ
ン

と
、
女
性
の
三
倍
以
上
負
担
額
が
多

か
っ
た
。
こ
れ
は
、
結
婚
後
の
新
居
を

用
意
す
る
費
用
は
男
性
側
が
、
家
財
道

具
は
女
性
側
が
揃
え
る
こ
と
が
慣
例
と

な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

韓
国
で
は
通
常
、
家
を
借
り
る
場

合
、
家
賃
で
は
な
く
高
額
の
保
証
金
を

支
払
っ
て
賃
貸
契
約
を
結
ぶ
「
チ
ョ
ン

セ
」
と
よ
ば
れ
る
方
式
が
主
流
と
な
っ

て
い
る
。
こ
の
保
証
金
の
額
が
す
さ
ま

途上国の
出会いと結婚
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結婚にみる韓国社会の変化

じ
い
勢
い
で
高
騰
し
て
お
り
、
結
婚
の

障
害
と
な
っ
て
い
る
。
新
居
を
借
り
る

場
合
の
「
チ
ョ
ン
セ
」
代
は
、
平
均
し

て
一
億
五
四
〇
〇
万
ウ
ォ
ン
（
約
一
四

二
九
万
円
）、
新
居
を
購
入
す
る
場
合

は
、
平
均
し
て
二
億
七
二
〇
〇
万
ウ
ォ

ン
（
約
二
五
四
二
万
円
）
が
か
か
っ
て

い
た
（『
聯
合
ニ
ュ
ー
ス
』
二
〇
一
三

年
一
〇
月
一
四
日
付
）。

男
性
側
は
保
証
金
の
準
備
が
で
き
な

け
れ
ば
、
結
婚
後
に
必
要
な
住
居
が
確

保
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
住
む
と
こ
ろ

が
み
つ
け
ら
れ
ず
、
結
婚
生
活
を
始
め

よ
う
に
も
始
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

親
に
頼
れ
な
い
男
性
は
、
自
分
で
住

宅
ロ
ー
ン
を
組
ん
で
費
用
を
工
面
し
よ

う
と
す
る
が
、
正
社
員
で
は
な
く
非
正

規
雇
用
な
ど
の
不
安
定
な
職
で
は
、
そ

れ
も
ま
ま
な
ら
な
い
。

女
性
は
女
性
で
、
住
居
の
中
身
、
つ

ま
り
家
具
や
家
電
製
品
な
ど
を
購
入
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え

て
、
男
性
側
の
親
や
親
族
に
金
品
な
ど

を
贈
る
「
礼
緞
（
イ
ェ
ダ
ン
）」
と
い

う
慣
習
が
あ
り
、
こ
れ
が
女
性
側
に

と
っ
て
、
多
大
な
経
済
的
・
心
理
的
負

担
と
な
る
。

女
性
は
正
社
員
と
し
て
の
就
職
が
男

性
以
上
に
困
難
な
状
況
に
あ
り
、
非
正

規
職
の
七
割
は
女
性
が
占
め
て
い
る
。

徴
兵
対
象
で
は
な
い
た
め
、
社
会
に
出

る
の
が
男
性
よ
り
早
い
と
は
い
え
、
結

婚
資
金
を
貯
蓄
す
る
の
は
容
易
で
は
な

い
。
そ
の
た
め
、
結
局
は
結
婚
費
用
を

親
か
ら
の
援
助
に
頼
る
こ
と
が
多
く
な

る
の
で
あ
る
。

●
子
ど
も
の
結
婚
と
親
の
ジ
レ
ン
マ

二
〇
一
三
年
に
韓
国
消
費
者
保
護
院

が
行
っ
た
実
態
調
査
に
よ
れ
ば
、
結
婚

に
あ
た
り
生
活
用
品
の
購
入
や
住
宅
資

金
を
全
面
的
に
親
に
依
存
し
た
と
回
答

し
た
割
合
は
、
六
一
・
六
％
に
上
っ
て

い
る
。
韓
国
の
親
は
子
ど
も
の
教
育
に

先
行
投
資
す
る
考
え
が
強
く
、
蓄
え
を

惜
し
み
な
く
教
育
費
に
注
ぎ
込
む
。
そ

れ
に
加
え
て
、
結
婚
費
用
も
親
頼
み
と

な
れ
ば
、
老
後
の
蓄
え
を
す
る
余
裕
は

な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
も
結
婚
費
用
を
捻
出
で
き
な

け
れ
ば
、
結
婚
市
場
で
子
ど
も
が
不
利

な
立
場
に
置
か
れ
る
た
め
、
な
か
に
は

借
金
を
し
た
り
家
を
売
っ
た
り
し
て
ま

で
、
結
婚
費
用
を
工
面
し
て
や
る
親
も

い
る
。
子
ど
も
の
側
に
も
、
結
婚
ま
で

は
親
が
面
倒
を
み
る
べ
き
だ
と
考
え
る

人
が
少
な
く
な
い
。

さ
ら
に
、
子
ど
も
世
代
が
安
定
し
た

職
を
得
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
こ
と

で
、
結
婚
費
用
に
関
す
る
親
の
負
担
は

増
し
て
い
る
。

韓
国
で
は
、
所
得
格
差
の
拡
大
が
極

め
て
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
二
〇
〇
〇
年
代
中
盤
以
降
、
非
正

規
雇
用
が
性
別
を
問
わ
ず
増
加
し
て
お

り
、
日
本
と
同
様
、
正
社
員
と
非
正
社

員
に
は
大
き
な
待
遇
格
差
が
あ
る
。
雇

用
形
態
の
二
極
化
は
、
と
り
わ
け
若
年

層
に
深
刻
で
、
非
正
規
職
に
す
ら
就
け

ず
失
業
状
態
に
あ
る
若
者
も
多
い
。

子
ど
も
を
大
学
に
進
学
さ
せ
て
も
、

海
外
留
学
や
資
格
取
得
の
た
め
の
専
門

学
校
に
通
わ
せ
る
な
ど
の
付
加
価
値
を

つ
け
な
け
れ
ば
、
就
職
は
困
難
で
あ
る

の
が
実
態
だ
。
親
に
経
済
的
な
余
裕
が

な
く
、
学
費
も
生
活
費
も
自
分
で
働
い

て
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
家
庭

の
子
ど
も
は
、
競
争
が
激
化
し
て
い
る

就
職
戦
線
を
勝
ち
抜
く
こ
と
が
で
き

ず
、
そ
の
先
に
あ
る
結
婚
市
場
に
も
た

ど
り
着
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

●
女
性
の
意
識
の
変
化

男
性
の
未
婚
や
非
婚
、
晩
婚
の
最
大

要
因
は
経
済
問
題
で
あ
る
。
一
方
、
女

性
の
場
合
は
未
婚
や
非
婚
の
理
由
と
し

て
、「
適
当
な
人
に
め
ぐ
り
会
わ
な
い

た
め
」「
仕
事
と
家
庭
の
両
立
が
困
難
」

と
答
え
る
人
が
は
る
か
に
多
い
。

韓
国
で
は
か
つ
て
、
女
性
は
結
婚
し

た
ら
家
庭
に
専
念
し
、
内
助
と
子
ど
も

の
教
育
に
献
身
す
べ
き
だ
と
い
う
性
別

役
割
論
や
規
範
意
識
が
強
く
、
女
性
の

社
会
進
出
は
低
調
で
あ
っ
た
。
一
九
九

〇
年
代
に
女
性
運
動
が
高
揚
し
、
誰
か

の
妻
や
母
と
し
て
生
き
る
し
か
な
い
男

性
中
心
の
社
会
に
対
す
る
異
議
申
し
立

て
が
活
発
化
し
た
。

さ
ら
に
一
九
九
七
年
の
通
貨
危
機
に

と
も
な
う
未
曽
有
の
不
況
に
見
舞
わ
れ

た
こ
と
で
、
女
性
の
意
識
は
大
き
く
変

わ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
家
計
の
大
黒
柱
と

な
っ
て
き
た
男
性
が
こ
ぞ
っ
て
リ
ス
ト

ラ
や
失
業
の
憂
き
目
に
あ
い
、
家
計
は

大
き
な
打
撃
を
受
け
た
。
こ
の
こ
と
は

「
男
性
稼
ぎ
手
モ
デ
ル
（
片
働
き
）」
は

リ
ス
ク
が
大
き
い
と
い
う
危
機
意
識
を

高
め
、
女
性
の
社
会
進
出
を
促
す
起
爆

剤
と
な
っ
た
。
結
婚
よ
り
も
安
定
し
た

職
に
就
く
こ
と
が
優
先
事
項
と
な
り
、

「
結
婚
適
齢
期
」
に
対
す
る
意
識
が
変

わ
っ
た
。

そ
れ
ま
で
娘
の
学
歴
に
つ
い
て
、
よ

り
良
い
相
手
と
結
婚
す
る
た
め
の
条
件

と
考
え
て
い
た
親
も
、
莫
大
な
教
育
費

を
投
資
し
た
か
ら
に
は
、
性
別
に
か
か

わ
ら
ず
学
歴
に
見
合
う
仕
事
に
就
き
、

経
済
的
に
安
定
し
て
ほ
し
い
と
切
望
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

い
ま
や
二
〇
代
の
韓
国
女
性
の
八
割

近
く
が
大
卒
者
（
二
〜
三
年
制
の
専
門

大
学
を
含
む
）
と
高
学
歴
者
と
な
り
、

学
歴
に
見
合
う
仕
事
を
し
、
キ
ャ
リ
ア

を
積
み
た
い
と
考
え
る
女
性
は
増
え
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た
。
結
婚
や
出
産
後
も
働
き
続
け
る
こ

と
は
、
男
性
配
偶
者
が
職
を
失
っ
た
と

き
の
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
に
な
る
。

し
か
し
、
性
別
役
割
意
識
は
根
強
く

残
り
、
家
事
労
働
、
育
児
や
介
護
な
ど

の
ケ
ア
負
担
は
、
女
性
に
重
く
の
し
か

か
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。
結
婚
後
に
課
せ

ら
れ
る
負
担
の
大
き
さ
や
、
家
庭
と
仕

事
の
両
立
の
難
し
さ
を
考
え
れ
ば
、
以

前
ほ
ど
結
婚
自
体
に
魅
力
を
感
じ
な
い

女
性
が
増
え
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

ま
た
、
家
計
の
教
育
費
は
年
々
高
騰

し
て
お
り
、
子
ど
も
を
産
む
こ
と
で
生

じ
る
新
た
な
経
済
的
負
担
を
回
避
し
よ

う
と
す
る
心
理
も
強
ま
っ
て
い
る
。
そ

の
結
果
、
韓
国
の
出
生
率
は
日
本
よ
り

も
低
く
、
先
進
国
で
最
低
レ
ベ
ル
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
未
婚
率

の
上
昇
は
、
結
婚
や
出
産
の
必
然
性
を

感
じ
な
く
な
っ
た
女
性
が
増
え
た
こ
と

も
一
因
で
あ
る
と
い
え
る
。

●
国
際
結
婚
の
増
加

晩
婚
化
や
未
婚
化
の
進
行
に
と
も
な

い
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、
韓
国
の
結

婚
市
場
に
激
的
な
変
化
が
生
じ
た
。
国

際
結
婚
の
急
増
で
あ
る
。
韓
国
人
と
結

婚
し
て
韓
国
内
に
居
住
す
る
外
国
人
配

偶
者
は
、
二
〇
〇
一
年
に
は
二
万
五
〇

〇
〇
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
二
〇
一

一
年
に
は
一
四
万
一
八
〇
〇
人
と
一
〇

年
間
で
五
、
六
倍
に
増
加
し
た
。
最
近

は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
二
〇
〇

六
年
に
は
結
婚
総
数
に
占
め
る
国
際
結

婚
の
割
合
は
、過
去
最
大
の
一
六
・
八
％

に
達
し
て
い
る
。

二
〇
一
三
年
に
韓
国
人
男
性
と
結
婚

し
た
外
国
人
女
性
の
国
籍
を
み
る
と
、

中
国
（
三
三
・
一
％
）
が
最
多
で
、
ベ

ト
ナ
ム
（
三
一
・
五
％
）、
フ
ィ
リ
ピ

ン
（
九
・
二
％
）
と
続
く
。
韓
国
人
女

性
と
結
婚
し
た
外
国
人
男
性
の
国
籍

は
、
ア
メ
リ
カ
（
二
二
・
九
％
）、
中

国
（
二
二
・
六
％
）、日
本
（
一
七
・
八
％
）

と
な
っ
て
い
る
。

国
際
結
婚
が
増
え
た
要
因
は
農
漁
村

や
都
市
低
所
得
層
の
結
婚
難
で
は
あ
る

が
、
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
国
際
結

婚
の
需
要
増
を
背
景
に
し
た
結
婚
仲
介

業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
あ
る
。
そ
の
数

は
二
〇
〇
五
年
時
点
で
二
〇
〇
〇
社
以

上
に
上
り
、
配
偶
者
の
斡
旋
先
は
中
国

か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ

な
ど
東
南
ア
ジ
ア
へ
と
拡
大
し
て
い

る
。韓

国
で
国
際
結
婚
が
急
増
し
た
の

は
、
主
に
韓
国
人
男
性
と
東
南
ア
ジ
ア

女
性
の
結
婚
、
と
り
わ
け
ベ
ト
ナ
ム
人

女
性
と
の
結
婚
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ

る
。
目
覚
ま
し
い
経
済
発
展
や
韓
流

ブ
ー
ム
に
よ
り
、
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア

で
韓
国
に
対
す
る
肯
定
的
な
イ
メ
ー
ジ

が
広
が
っ
た
こ
と
も
、
現
地
の
女
性
が

韓
国
の
結
婚
市
場
に
流
れ
込
む
構
図
を

下
支
え
し
て
い
る
。

●
韓
国
政
府
に
よ
る
対
応
策

国
際
結
婚
が
増
加
す
る
な
か
で
、
一

部
の
業
者
に
よ
る
人
身
売
買
に
近
い
形

の
結
婚
仲
介
や
、
虚
偽
の
身
元
情
報
を

提
供
す
る
詐
欺
ま
が
い
の
行
為
が
社
会

問
題
化
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
結
婚
後

に
配
偶
者
か
ら
暴
力
を
受
け
た
り
、
経

済
的
に
困
窮
し
た
り
す
る
例
も
頻
発
し

て
い
る
。
ま
た
、
国
際
結
婚
家
庭
に
生

ま
れ
た
子
ど
も
の
学
力
が
相
対
的
に
低

い
こ
と
が
各
種
の
調
査
で
明
ら
か
に
な

り
、
国
際
結
婚
家
庭
の
子
ど
も
の
教
育

問
題
が
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

韓
国
政
府
は
こ
う
し
た
国
際
結
婚
家

庭
の
急
増
を
受
け
、
外
国
人
配
偶
者
の

韓
国
社
会
へ
の
適
応
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

生
活
上
の
困
難
を
解
消
す
る
た
め
に
、

積
極
的
な
社
会
統
合
政
策
に
乗
り
だ
し

た
。
二
〇
〇
八
年
に
は
「
多
文
化
家

族
（
国
際
結
婚
家
庭
）
支
援
法
」
を
制

定
し
、「
多
文
化
家
族
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
全
国
に
設
置
し
た
。セ
ン
タ
ー
で
は
、

韓
国
社
会
へ
の
適
応
と
定
住
を
支
援
す

る
た
め
の
施
策
が
行
わ
れ
て
い
る
。
韓

国
語
、
韓
国
の
歴
史
や
伝
統
、
慣
習
、

料
理
な
ど
を
教
え
る
各
種
の
講
座
が
無

料
で
開
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
講
座

は
、「
韓
国
人
と
し
て
の
基
本
素
養
を

備
え
る
た
め
の
教
育
」
と
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
職
業
訓
練
や
就
業

斡
旋
、
各
種
の
相
談
業
務
や
生
活
情
報

の
提
供
、
子
ど
も
の
学
習
支
援
や
学
用

品
の
支
給
と
い
っ
た
、
手
厚
い
社
会
支

援
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
、
こ
う
し
た
一
連
の
政
策
の
目

的
は
、
第
一
に
、
韓
国
語
お
よ
び
韓
国

の
生
活
習
慣
や
伝
統
行
事
、
価
値
規
範

な
ど
を
学
ば
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
韓
国

男
性
と
結
婚
し
た
外
国
人
配
偶
者
に
対

し
、
韓
国
社
会
へ
の
適
応
を
一
方
的
に

求
め
る
同
化
政
策
的
な
傾
向
が
強
い
。

第
二
に
、
各
種
の
生
活
援
助
や
社
会

保
障
を
す
る
こ
と
で
、
家
庭
の
破
綻
を

防
ぐ
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
外
国
人
配

偶
者
に
期
待
さ
れ
て
い
る
の
は
、
韓
国

人
と
「
家
族
」
を
形
成
し
、
そ
れ
を
維

持
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

各
種
の
支
援
策
の
対
象
と
な
る
の
は
事

実
上
、
韓
国
内
に
居
住
し
韓
国
人
男
性

と
結
婚
生
活
を
営
む
外
国
人
女
性
と
な

る
の
で
あ
る
。

も
し
離
婚
し
た
場
合
は
、
韓
国
人
配

偶
者
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
を
、

韓
国
内
で
養
育
し
な
け
れ
ば
滞
在
許
可

が
与
え
ら
れ
な
い
。
韓
国
籍
を
取
得
す

る
前
に
離
婚
し
、
韓
国
人
配
偶
者
と
の

間
に
子
ど
も
が
い
な
い
場
合
は
、
す
ぐ
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に
本
国
に
帰
国
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

●
国
際
結
婚
家
庭
へ
の
支
援
と
問

題
点

韓
国
人
と
結
婚
し
た
外
国
人
配
偶
者

へ
の
社
会
的
支
援
に
対
す
る
大
き
な
反

発
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
表
面
化
し
て
い

な
い
。
外
国
人
配
偶
者
は
、
国
内
の
結

婚
難
を
解
消
し
、
国
益
に
合
致
し
た
存

在
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
た
め
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
国
際
結
婚
家
庭
に
生

ま
れ
た
子
ど
も
は
、韓
国
籍
を
持
つ「
国

民
」
で
あ
り
、
彼
ら
に
特
別
な
学
習
支

援
を
行
い
「
韓
国
人
」
と
し
て
社
会
化

す
る
こ
と
は
、
少
子
化
対
策
と
し
て
も

重
視
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
韓
国
で
は
両
親
の
ど

ち
ら
か
が
外
国
人
と
い
う
家
庭
が
、
か

つ
て
な
い
ほ
ど
増
加
し
て
い
る
。
そ
し

て
、外
国
人
配
偶
者
と
そ
の
子
ど
も
は
、

韓
国
に
適
応
し
、
韓
国
人
の
よ
う
に
生

き
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

近
年
、
韓
国
企
業
の
広
告
や
Ｃ
М
に

は
頻
繁
に
、
国
際
結
婚
を
し
た
外
国
人

女
性
や
国
際
結
婚
家
庭
の
子
ど
も
が
登

場
し
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
「
外
国
人

だ
け
ど
、
私
た
ち
と
同
じ
韓
国
社
会
の

一
員
で
あ
る
」、
あ
る
い
は
「
片
親
が

外
国
人
で
も
、
こ
の
子
は
立
派
な
韓
国

人
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

例
え
ば
、
あ
る
金
融
会
社
の
Ｃ
Ｍ
で

は
、
韓
国
人
の
父
親
と
ベ
ト
ナ
ム
人
の

母
親
の
間
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
が
登
場

し
、
次
の
よ
う
な
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
流

れ
る
。

「
お
母
さ
ん
が
ベ
ト
ナ
ム
人
で
す
が
、

こ
の
子
は
韓
国
人
で
す
。
あ
な
た
の
よ

う
に
。
キ
ム
チ
が
な
い
と
ご
飯
を
食
べ

ら
れ
ず
、
世
宗
大
王
を
尊
敬
し
、
独
島

（
竹
島
）
を
我
々
の
領
土
だ
と
考
え
ま

す
。
サ
ッ
カ
ー
を
み
な
が
ら
『
大
韓
民

国
！
』
と
叫
び
ま
す
。
二
〇
歳
を
超
え

た
ら
軍
隊
に
行
き
、
税
金
を
払
い
、
投

票
も
し
ま
す
。
あ
な
た
の
よ
う
に
。」

こ
の
よ
う
な
同
化
政
策
の
傾
向
が
強

ま
れ
ば
強
ま
る
ほ
ど
、
外
国
人
配
偶
者

や
国
際
結
婚
家
庭
の
子
ど
も
が
本
来
抱

え
る
多
様
性
は
認
め
ら
れ
な
く
な
り
、

か
え
っ
て
韓
国
内
で
生
き
づ
ら
さ
を
感

じ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
危

惧
さ
れ
る
。

●
結
び

韓
国
で
今
の
若
者
は
「
三
放
世
代
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
将
来
の
展
望
が
開

け
ず
、「
恋
愛
・
結
婚
」「
出
産
」「
就
職
」

の
三
つ
を
放
棄
し
た
世
代
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
か
つ
て
韓
国
は
社
会
階
層
の

変
動
が
大
き
い
社
会
だ
っ
た
が
、
今
の

若
者
は
自
力
で
中
産
層
入
り
を
期
待
で

き
な
い
初
め
て
の
世
代
と
い
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
「
三
放
世
代
」
が
歳
を
重
ね

る
と
、
未
婚
率
は
さ
ら
に
上
昇
す
る
こ

と
に
な
る
。

結
婚
は
個
人
の
選
択
で
あ
る
が
、
韓

国
で
は
そ
こ
に
到
達
す
る
ま
で
の
経
済

的
負
担
の
大
き
さ
が
妨
げ
と
な
り
、
結

婚
を
断
念
す
る
人
が
急
増
し
て
い
る
。

こ
の
問
題
を
解
決
し
な
い
限
り
、
晩
婚

化
や
未
婚
化
は
止
ま
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。ま

た
、結
婚
後
に
の
し
か
か
る
家
事
、

育
児
、
介
護
の
負
担
も
ま
た
、
女
性
が

結
婚
を
選
択
す
る
の
を
難
し
く
し
て
い

る
。
共
稼
ぎ
の
増
加
は
、
不
安
定
な
雇

用
で
家
計
収
入
が
途
絶
え
る
心
配
を
解

消
し
、
結
婚
生
活
の
経
済
的
リ
ス
ク
を

軽
減
す
る
側
面
も
あ
る
。
こ
う
し
た
問

題
を
解
決
す
る
に
は
、
家
庭
と
仕
事
の

両
立
支
援
策
を
手
厚
く
す
る
し
か
な
い

で
あ
ろ
う
。

看
過
で
き
な
い
点
は
、
結
婚
市
場
に

お
い
て
も
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
若
者
の
就
職
難
、
非
正
規
職

の
増
加
と
い
う
現
状
を
反
映
し
、
配
偶

者
を
選
択
す
る
際
、
結
婚
相
手
の
学
歴

や
職
業
、
年
収
よ
り
も
、
相
手
の
実
家

の
財
力
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て

い
る
。
経
済
的
に
恵
ま
れ
た
家
に
生
ま

れ
た
か
ど
う
か
だ
け
で
結
婚
市
場
で
の

価
値
が
判
断
さ
れ
る
な
ら
、
若
年
層
の

格
差
は
よ
り
深
刻
化
し
か
ね
な
い
。

国
際
結
婚
家
庭
の
増
加
は
、
韓
国
に

お
い
て
家
族
の
多
様
化
が
進
ん
だ
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。
た
だ
、
韓
国
人
同

士
の
結
婚
を
め
ぐ
っ
て
も
格
差
が
拡
大

し
て
い
る
だ
け
に
、
こ
の
先
、
国
際
結

婚
家
庭
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
が
結
婚
を

考
え
る
際
、
困
難
に
直
面
す
る
の
で
は

な
い
か
と
懸
念
さ
れ
る
。
異
な
る
文
化

や
価
値
観
、
多
様
性
を
受
け
入
れ
る
土

壌
が
形
成
さ
れ
な
け
れ
ば
、
結
婚
市
場

か
ら
阻
害
さ
れ
る
層
が
増
え
る
だ
け
で

あ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
韓
国
の
結
婚
の
現
状
を
み

て
き
た
が
、
こ
れ
は
決
し
て
韓
国
特
有

の
問
題
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
日

本
で
も
、
非
正
規
雇
用
の
増
加
に
よ
る

不
安
定
雇
用
は
、
未
婚
を
促
す
一
因
と

な
っ
て
い
る
。
女
性
は
、
家
庭
と
仕
事

の
両
立
が
不
安
で
結
婚
や
出
産
を
躊
躇

し
た
り
、
男
性
は
家
事
や
育
児
に
関
わ

る
時
間
す
ら
与
え
ら
れ
な
い
長
時
間
雇

用
に
喘
い
で
い
た
り
す
る
。
政
府
の
対

応
策
を
待
っ
て
い
る
だ
け
で
は
、
現
状

は
何
も
変
わ
ら
な
い
の
も
ま
た
、
日
韓

に
共
通
す
る
問
題
で
あ
ろ
う
。
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